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里山と水に囲まれて　花と緑あふれる　笑顔咲きそろうまち
毎月第１・３日曜日発行

あきは区役所だより  人　口： 73,239 人 （－70）
 男： 35,280 人 （－21）
 女： 37,959 人 （－49）
 世帯数： 31,177 世帯 （－17）
令和7年12月末現在（カッコ内は前
月比、住民基本台帳による）
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　12月10日、地域のさらなる活性化を目指し、秋葉区で活躍する人や秋葉区
に関心のある人同士をつなぐ「AKIHA移住コミュニティミーティング」が昨年
度に引き続き開催されました。参加者は業種の枠を超えて情報を共有し、自由
にアイデアを交換しながら交流を深めました。秋葉区での新しい活動やチャレ
ンジが、今後さらに芽生えていくことが期待される会となりました。

　多くの方とお話しすることができ、改めて地域の素晴らし
さを実感しました。
　金津コミ協では、空き家の調査を行い、一覧にまとめて移
住を希望する方にスムーズに案内できるよう準備をしていま
す。この地域は、近くの里山で蛍が見られるほど自然豊かで
ありながら、中央区などへのアクセスも良くとても魅力的な
ところです。今後も、空き家に困っている方や移住を考えて
いる方の後押しをしていきたいです。

　普段はInstagramで環境に優しい暮らしや商品、イベン
トなどを紹介しています。オンライン上ではたくさんの方と
つながることができましたが、「自分が暮らす地域をもっと
良くしたい」という思いから、同じ地域の方とのつながりを
広げたいと考え、今回参加しました。酒井さんの講演を聴
いて、自然豊かな秋葉区で環境に優しい暮らしを、特に子
育て世代の方々に伝えていきたいという思いがより一層強
まりました。

　昨年度、東京農業大学の学生が秋葉区での移住体験ツアーに参加したことをきっか
けに、交流がスタートしました。今年度も、盛夏の秋葉区で多くの学生が参加した移住
体験ツアーのほか、秋には「農大グランマルシェ」に秋葉区としてブースを出店しまし
た。
　この取り組みはこれからも続いていきます。秋葉区における学生のフィールド体験や
首都圏での交流により地域の活性化が期待されます。東京農業大学×秋葉区＝∞（無限
大）の可能性を秘めたタッグです。

問い合わせ　地域総務課企画グループ（☎25－5672）

『里山ビジターセンター』再生プロジェクト
　5年前に金津に移住してきた酒井さんが、秋葉区と金津地域の自然
の豊かさや四季の美しさ、さらには、「里山ビジターセンター」への思
いについて講演されました。

農業体験にいつ夏まつり

酒井隆光広告事務所 代表

　実際に屋台（山車）の引き手
として参加し、地域の一員として
交流を深めました。 　タカツカ農園の農業体験農園で、ブルー

ベリーの収穫を体験しました。

　東京農業大学の世田谷キャンパスで開催された農大グラン
マルシェには、全国から秋葉区を含む3都市が出店しました。
「秋葉の里 白雪もち麦」は、すべて完売する盛況ぶりでした。

A K I H A
移住報告会

講 演 酒井隆光さん

エシカルインフルエンサーN I C O さん
割町町内会 会長
（金津コミュニティ振興協議会）阪井敏男さん

参加者の声

住体験ツアー 令和7年
8月18日～21日移 大グラン マルシェに

出店 令和7年
9月27日・28日

農

１分間ピッチ１

　デザイン、建築、不動産、インフルエンサー、行政など、多様な分野から
約30人が参加し、会場は活気ある雰囲気に包まれていました。

ツアーを企画した髙塚紗矢香
さんは、東京農業大学の卒業
生でありAKIHA移住コンシェ
ルジュとしても活躍中！

問い合わせ　地域総務課企画グループ（☎25－5672）

？？？？？？？？？？？？

自分の活動を1分間でプレゼン!

　AKIHA移住コンシェルジュと金津コミ協
の阪井さんから移住などの取り組みについ
て活動報告がありました。


